
「札幌市森づくり基本方針」の
策定に関わる報告について

第92回札幌市緑の審議会
令和４年8月30日

1
資料１ 本日について（スケジュール・全体構成）

■前回（R4.3）
＊全体のアウトライン

■本日（R4.8）
＊中間報告
・「基本編」の方向性
・「取組編」の内容

有識者会議①～③

2

■次回（R5）
＊最終報告

※（仮称）札幌市森林基本方針
に関する有識者会議

有識者会議④

庁内議論

パブリックコメント 策定

本日について（スケジュール・全体構成） 3

札幌市森づくり基本方針

取組編

基本編基本編
札幌市
森林整備
計画

森林整備

担い手確保

道産木材利用

自然歩道

白旗山

方向性本
日

内容 マニュアル等の内
容のため、緑の審
議会・有識者会議
等で検討しません

本日の進行について

■中間報告

4

１部 ✓背景 ✓基本方針について

✓「基本編」の作成

１部 ✓背景 ✓基本方針について

✓「基本編」の作成

２部 ✓森林整備２部 ✓森林整備

３部 ✓林業担い手 ✓道産木材利用

✓自然歩道等 ✓白旗山都市環境林

３部 ✓林業担い手 ✓道産木材利用

✓自然歩道等 ✓白旗山都市環境林



１部
＊ 背景（高まる森林施策の重要性）
＊ 基本方針について
＊「基本編」の作成

１部
＊ 背景（高まる森林施策の重要性）
＊ 基本方針について
＊「基本編」の作成

5

森林の機能の重要性が増す

１部－背景（高まる森林施策の重要性）１部－背景（高まる森林施策の重要性）
6

「森林環境譲与税」の開始(H31)

出典：森林環境税及び
森林環境譲与税の仕組み
（林野庁ホームページ）

7

⇒森林整備、木材利用、担い手育成等の促進

１部－背景（高まる森林施策の重要性）１部－背景（高まる森林施策の重要性）

②私有林の整備を市町村に委託可能

「森林経営管理法」（H31施行）

出典：令和２年森林・林業白書

8

①公有林、私有林に、適切な管理を義務付け

１部－背景（高まる森林施策の重要性）１部－背景（高まる森林施策の重要性）



「脱炭素社会の実現に資する等のための建築物等に
おける木材の利用の促進に関する法律」（R3施行）
（改正公共建築物等木材促進法）

9

①木材利用が脱炭素社会の実現に資することを明記

②公共建築物に加え、民間建築物も利用促進の対象

１部－背景（高まる森林施策の重要性）１部－背景（高まる森林施策の重要性）

まとめ：札幌市森づくり基本方針を策定する背景

10

高まる
森林施策の
重要性

法制度等
が整う

札幌市において
森林施策を計画的に
より一層進めていく
必要性

「札幌市
森づくり基本方針」

の策定

１部－背景（高まる森林施策の重要性）１部－背景（高まる森林施策の重要性）

11

１部
＊ 背景（高まる森林施策の重要性）
＊ 基本方針について
＊「基本編」の作成

１部
＊ 背景（高まる森林施策の重要性）
＊ 基本方針について
＊「基本編」の作成

今後100年を見据えた札幌市の森林と、
森づくりに関する本市の取り組み方針を定める。

12
１部－背景と方針策定－②基本方針について１部－背景と方針策定－②基本方針について

＊目的



〇森林整備
（私有林＋市有林）

〇林業の担い手
〇道産木材の利用促進
〇自然歩道等 など

13

＊方針の対象
１部－背景と方針策定－②基本方針について１部－背景と方針策定－②基本方針について

札幌市森づくり基本方針

14
１部－背景と方針策定－②基本方針について１部－背景と方針策定－②基本方針について
＊位置づけ

札幌市みどりの基本計画

札幌市戦略ビジョン
全国森林計画

関連計画
・札幌市気候変動対策
行動計画
・さっぽろヒグマ基本計画
・生物多様性さっぽろビ
ジョン ほか

石狩・空知
地域森林計画

北海道
森林づくり
基本計画

森林・林業等各種施策
例：自然歩道管理基準

【第4次札幌市みどりの基本計画（R2）】

15
１部－背景と方針策定－②基本方針について１部－背景と方針策定－②基本方針について
＊位置づけ

出典：「第4次札幌市みどりの基本計画」

【第4次札幌市みどりの基本計画（R2）】

＜目標＞
森林・草地などの自然環境を適切に
維持保全していきます。

＜方向性１＞
持続的な森林保全・活用・都市環境林の
利活用の推進

16
１部－背景と方針策定－②基本方針について１部－背景と方針策定－②基本方針について
＊位置づけ



【札幌市気候変動対策行動計画（R3）】

17
１部－背景と方針策定－②基本方針について１部－背景と方針策定－②基本方針について
＊位置づけ

現在

人間活動
による
温室効果
ガス排出

人間活動
による
温室効果
ガス吸収

2050年
ゼロカーボンシティの実現

減少

増加

排出量＝吸収量
（ゼロカーボン）

本市の計画で
吸収可能なのは、
森林のCO2吸収
のみ おおむね10年

（必要に応じて随時改定）

18
１部－背景と方針策定－②基本方針について１部－背景と方針策定－②基本方針について

＊見直し時期

19

１部
＊ 背景（高まる森林施策の重要性）
＊ 基本方針について
＊「基本編」の作成

１部
＊ 背景（高まる森林施策の重要性）
＊ 基本方針について
＊「基本編」の作成

20
１部－「基本編」の作成１部－「基本編」の作成

森林の役割・機能、森林整備の基礎知識

札幌市森づくり基本方針

取組編

基本編基本編
札幌市
森林整備
計画

森林整備

担い手確保

道産木材利用

自然歩道

白旗山



21

森林・林業は
○内容が難しい
○札幌市民にとって
馴染みがない

イメージ
○森林施策の必要性が
わからない

○木を切ること ＝ 悪

「基本編」の作成

１部－「基本編」の作成１部－「基本編」の作成

わかりやすい資料で
森林・林業の理解を

マイナスイメージを
改善したい

22
１部－「基本編」の作成１部－「基本編」の作成

23
１部－「基本編」の作成１部－「基本編」の作成

24



25
取組編 ２部 森林整備

３部 林業担い手の確保とスマート林業
道産木材利用促進
自然歩道・市民の森
白旗山都市環境林の利活用

26

２部 森林整備
＊ 現況

①札幌市の森林
②課題

＊ 将来像
＊ 取組

２部 森林整備
＊ 現況

①札幌市の森林
②課題

＊ 将来像
＊ 取組

Point
✓ 国有林が多い
✓ 人工林は今が伐り頃

27

私有林＋市有林 1万5千ha
（市域の14%）

国有林 5万6千ha
（市域の50%） 国有林

50%

市有林
2%

私有林
12%

市域面積
112,126ha

２部 森林整備－現況－①札幌市の森林２部 森林整備－現況－①札幌市の森林

人工林
25%

天然林
73%

私有林と市有林の林種別構成
（令和2年4月1日現在）

面積
15,185ha

28

天然林
人工林

最も大きな面積の
人工林は白旗山
（市有林）

２部 森林整備－現況－①札幌市の森林２部 森林整備－現況－①札幌市の森林
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齢級
人工林の齢級別面積
（令和2年4月1日現在）

75％が51年生以上。
材として今が伐り頃

私有林と市有林の現況

29

カラマツ
75%

トドマツ
16%

人工林の樹種別割合
（令和2年4月1日現在）

人工林は
カラマツが主体

２部 森林整備－現況－①札幌市の森林２部 森林整備－現況－①札幌市の森林 30

２部 森林整備
＊ 現況

①札幌市の森林
②課題

＊ 将来像
＊ 取組

２部 森林整備
＊ 現況

①札幌市の森林
②課題

＊ 将来像
＊ 取組

Point
✓ 人工林が手入れされて

いない（間伐遅れ）
✓ 森林整備を進める上

で課題がある

31２部 森林整備－現況－②課題２部 森林整備－現況－②課題

人工林
の間伐

課題：間伐遅れの状態
✓光が射し込まず、下層植生が生育しない
水源涵養機能低下 ⇒ 水害
土砂流出防止機能低下 ⇒ 土砂災害

✓幹は細長く、風や雪に弱い

画：お山ん画（林野庁）

白旗山の
トドマツ林

人工林が手入れされていない（間伐遅れ・放置）

32

私有林の９割、市有林の８割の人工林が間伐遅れ

２部 森林整備－現況－②課題２部 森林整備－現況－②課題

整備が必要



森林所有者の関心の薄れ

33

従来制度では、
私有林の森林整備の
促進は見込めない小規模所有者が多い

２部 森林整備－現況－②課題２部 森林整備－現況－②課題

33

従来制度（森林経営計画による整備）
まとまった面積

(30ha以上)が必要

小面積所有者が多い
札幌市では難しい

民民間の契約
効果的な森林整備効果的な森林整備

34

近年、エゾシカの食害がひどく、
新しい木が成長できない傾向

２部 森林整備－現況－②課題２部 森林整備－現況－②課題

間伐

日の光が入り
広葉樹が
生える

従来

近年

天然林へむけ成長

↑食害

手入れ不足
の人工林

35２部 森林整備－現況－②課題２部 森林整備－現況－②課題

森林・林業は
○内容が難しい
○札幌市民にとって
馴染みがない

イメージ
○森林施策の必要性が
わからない

○木を切ること ＝ 悪

森林整備に対する市民理解が必要

森林整備の最終目標を示すことができない。

36

森林の将来像がない

２部 森林整備－現況－②課題２部 森林整備－現況－②課題

現況
森林
整備

どういった森林
が目標？



37

２部 森林整備
＊ 現況
＊ 将来像
＊ 取組

２部 森林整備
＊ 現況
＊ 将来像
＊ 取組

Point
✓ 森林の将来像を
定める

✓ 森林整備の基本形を
定める

38

今後100年を見据えた森林の将来像
２部 森林整備－将来像２部 森林整備－将来像

100年後の将来像現在（主な状態）

豊かな天然林

健全な人工林

豊かな天然林

放置された
人工林

若い天然林
（二次林）

整備
中心

保全
中心

39

✓土砂災害防止、水源涵養、生
物多様性保全機能など、
森林のもつ機能が十分に発揮

✓若い木から古い木まで、様々な
段階の樹木が生育

豊かな天然林
２部 森林整備－将来像２部 森林整備－将来像

※人工林から天然林に移行する
途中段階（針広混交林）を含む

40

✓森林の機能を発揮しながら、
特に木材生産・地球環境保
全機能(CO2吸収等)が向上

✓「間伐→主伐→再造林」な
ど、森林整備を適切に実施

✓適切な間伐によって、樹木が
充分に生育。光も差し込み、
下層植生が発達

健全な人工林
２部 森林整備－将来像２部 森林整備－将来像



41

「森林整備の基本形」を定める
特に私有林を将来像に誘導するため…
２部 森林整備－将来像２部 森林整備－将来像

・現況を踏まえ将来に向け実施する整備を明示

現況 森林整備 将来

豊かな
天然林

放置された
人工林

間伐・
植樹

例）

基本形

42

２部 森林整備
＊ 現況
＊ 将来像
＊ 取組

２部 森林整備
＊ 現況
＊ 将来像
＊ 取組

Point
✓ 私有林は森林経営管
理制度を活用

✓ 市有林は天然林と人
工林両方を維持

43

①森林経営管理制度を効果的に活用し、手入れ不
足の私有林の森林整備を進める。

②市有林は天然林保全と人工林経営を両方
進める。

③関連計画と連携した生物多様性・獣害対策
の検討

④普及啓発と森づくり活動の推進

施策の方向性

２部 森林整備－取組２部 森林整備－取組 44

①手入れ不足の私有林の森林整備を進める
＊従来制度と森林経営管理制度による整備促進

従来制度(森林経営計画
による整備)

民民間の契約

２部 森林整備－取組２部 森林整備－取組

難しい
場合 森林経営

管理制度面積×
収支× 民と市の契約



45

森林経営管理制度

２部 森林整備－取組２部 森林整備－取組

①手入れ不足の私有林の森林整備を進める

46

＊私有林の森林整備の支援

札幌市独自の整備補助(R3~)
札幌市の森林の状況等に合う補助制度

（対象）
間伐、作業道敷設、
機械レンタル、
森林調査

（今後）
「植樹」や「食害対策」
も検討

２部 森林整備－取組２部 森林整備－取組

①手入れ不足の私有林の森林整備を進める

澄川都市環境林

有明おくいずみ都市環境林

47

▶広がる都市の開発に対して、
森林を公有化する事業

「都市環境林」取得事業
※これまでの市有林の中心施策
②市有林は天然林保全と人工林経営を両方進める
２部 森林整備－取組２部 森林整備－取組 48

＊今後の森林の保全施策
〇天然林は保全に努めることを基本
〇森林保全及び利活用のための公有化は原則

行わず、今ある森林の保全や整備に注力
✓郊外の開発リスクが低下してきた。
✓市が私有林の森林整備に関われるように

なった。

２部 森林整備－取組２部 森林整備－取組

②市有林は天然林保全と人工林経営を両方進める



49

＊人工林経営への一部転換
○人工林が多く、効率的な木材

搬出が可能な市有林は
人工林経営を実施

白旗山都市環境林と
その周辺

人工林

２部 森林整備－取組２部 森林整備－取組

②市有林は天然林保全と人工林経営を両方進める

○それ以外の人工林は
間伐を進め天然林を目指す。

50

③生物多様性・獣害対策の検討

〇シカ被害対策をどう位置づけるかは非常に重要
〇山の整備で森林の緩衝地帯を設ければ、シカやヒグ

マが街へ入ってこないはず。
〇生物多様性の保全で森林は非常に重要。2030年まで

に保護地域を30％確保するロードマップ（30by30）
もあり、木材生産の場所と守る場所をメリハリつけ
る検討を。

２部 森林整備－取組２部 森林整備－取組

前回審議会のご意見

51

③生物多様性・獣害対策の検討
エゾシカの食害対策

＊エゾシカ捕獲や
侵入防止ネット設置
等の食害対策を実施

２部 森林整備－取組２部 森林整備－取組

侵入防止ネット

52

③生物多様性・獣害対策の検討

＊さっぽろヒグマ基本計画(改定中)
と連携した取組を実施

ヒグマ対策に応じた森林整備

＊生物多様性さっぽろビジョン(改定中)
と連携した取組を実施

30by30における保護地域等

２部 森林整備－取組２部 森林整備－取組



53

④普及啓発と森づくり活動の推進

〇木育の推進等
〇白旗山都市環境林を、森林・林業の拠点として

機能強化（→３部で説明）
〇自然歩道等、市民が森林に入って触れる機会を

創出（→３部で説明）

２部 森林整備－取組２部 森林整備－取組

多くの人が森林や森林整備の大切さを知り、
森づくりを体験できるよう、普及啓発を重要視

54

④普及啓発と森づくり活動の推進
＊森林ボランティア支援

森林ボランティア活動を始めたい人と
ボランティア団体のマッチングを実施

＊企業CSR活動への取組
森林整備活動の支援

企業による植樹活動

２部 森林整備－取組２部 森林整備－取組

55

手入れ不足
の人工林が
多い

２部 森林整備－取組２部 森林整備－取組
まとめ①：将来像に向けて森林整備を行い、

手入れ不足の人工林を解消していく。

課題 方針

森林整備の推進

将来像の設定

豊かな天然林

健全な人工林

課題 取組

森林整備の
基本形の設定

森林整備の推進
課題 取組

56
２部 森林整備－取組２部 森林整備－取組
まとめ②：森林整備の推進に向け、様々な取組を実施

従来制度では私有林
の整備が進まない
エゾシカの食害
整備への市民理解 普及啓発を重要視

食害対策

森林経営管理制度の活用
市独自の補助制度で支援

方針



57 58

３部
＊ 林業担い手の確保とスマート林業
＊ 道産木材利用促進
＊ 自然歩道・市民の森
＊ 白旗山都市環境林の利活用

３部
＊ 林業担い手の確保とスマート林業
＊ 道産木材利用促進
＊ 自然歩道・市民の森
＊ 白旗山都市環境林の利活用

本市の森林・林業担い手の状況
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59３部－林業担い手の確保とスマート林業３部－林業担い手の確保とスマート林業

林業就業者数の推移
（出典：令和３年版札幌市統計書）

ここ15年は微増

今後大きく増え
る森林整備量に
対応できない

課題
〇担い手の高齢化
〇人口減少時代には

大きな影響を受ける
職種だと考えられ
る。

60

最近の動き
〇自伐型林業（小規模林

業）が増加
〇北の森づくり専門学院

が旭川市に開校(R2)
〇ICT等を用いたスマー

ト林業が発展

３部－林業担い手の確保とスマート林業３部－林業担い手の確保とスマート林業



３部－林業担い手の確保とスマート林業３部－林業担い手の確保とスマート林業

〇様々な視点から担い手を増やす
と同時に、既存の事業体の体制
強化も図る。

〇人口減を見据え、限られた労働力で森林整備等
が進むよう、スマート林業導入に取り組む。

施策の方向性

※札幌市のみでは困難なことから
「さっぽろ連携中枢都市圏」内
で達成することを目標とする。

61 62

＊担い手の確保・育成
・通年雇用を増加させる取組
・新規雇用の従業員育成のための支援

３部－林業担い手の確保とスマート林業３部－林業担い手の確保とスマート林業

前回
審議会
のご意見

〇人材確保については、U・Iターンも
含め若者の確保をどんどん進めても
らいたい。

63

＊安定的な事業発注と異業種からの参入検討
・事業量の見通しの公表
・施業の分業化と造園業や土木業の林業参入
・多様な発注形式とする等によって、大企業か

ら新規企業まで、様々な企業の参入を促す。

３部－林業担い手の確保とスマート林業３部－林業担い手の確保とスマート林業

前回
審議会
のご意見

〇専門学校の卒業生が事業を立ち上げるな
ど、事業の主体となる人を育てる視点も
踏まえて検討をしていただきたい。

64

デジタル計測機器による立木調査

✓安全対策の観点から、作業の機械化に対する
支援も検討

森林調査に用いるドローン

３部－林業担い手の確保とスマート林業３部－林業担い手の確保とスマート林業

＊スマート林業への取り組み



65３部－林業担い手の確保とスマート林業３部－林業担い手の確保とスマート林業

林業の
担い手

まとめ：

必要数

増

現状

必要数

将来

スマート林業
の導入

林業
担い手

増

他事業種
の参入

66

３部
＊ 林業担い手の確保とスマート林業
＊ 道産木材利用促進
＊ 自然歩道・市民の森
＊ 白旗山都市環境林の利活用

３部
＊ 林業担い手の確保とスマート林業
＊ 道産木材利用促進
＊ 自然歩道・市民の森
＊ 白旗山都市環境林の利活用

道産木材の利用状況（自給率）

67３部－道産木材利用促進３部－道産木材利用促進

製材等 パルプ 輸入材

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000

千㎥

北海道木材供給量の実績（令和２年度）

道産木材自給率66％ 全国平均(42％）
より高い

1/3が輸入

68

現況
〇道産の丸太が道外に

流出
⇒道内での道産木材の

需要・生産が不足
〇市内に製材工場は

１つのみ
〇技術が発展し、高層

建築物でも木造が可
能に

３部－道産木材利用促進３部－道産木材利用促進

ＣＬＴの技術
画：お山ん画（林野庁）



公共建築物等における木材利用

中央図書館（平成26年）

H25に利用促進の
方針を策定

69

＊これまでの札幌市の施策

早いうちから
積極利用

３部－道産木材利用促進３部－道産木材利用促進

どうぎんカーリングスタジ
アム（平成２４年） 中央小学校（令和元年）

70３部－道産木材利用促進３部－道産木材利用促進

公共建築物等における木材利用

71

〇札幌市は木材の一大消費地
であり、北海道の林業振興
や森林資源の循環、ゼロカ
ーボンのため、道産木材の利用を推進

〇公共施設に加えて、民間建築物における利用を
推進

〇札幌市産木材を普及啓発に活用することで、
道産木材全体の利用を促進

施策の方向性

３部－道産木材利用促進３部－道産木材利用促進 72

＊公共事業及び公共建築物における利用促進
・内装木質化に加え、木造化も促進

＊民間建築物等における利用促進
・事業者への理解促進
・戸建住宅や高層建築物における補助金制度等の検討

前回審議会
のご意見

民間の建物に木材を沢山使うとお金が
かかるため、補填があると進むのでは。

３部－道産木材利用促進３部－道産木材利用促進



73

＊札幌市産木材の地産地消
・普及啓発の効果を期待（例：木育）

＊普及啓発
・「道産木材を選ぶ」ことについて、

市民の認知を上げる。
・北海道が進める「HOKKAIDO WOOD」

の取組を連携して推進

前回審議会
のご意見

家具や建物等を札幌市で生産した木材で
作るとブランド化になるのではないか。

３部－道産木材利用促進３部－道産木材利用促進 74

利用量増進

３部－道産木材利用促進３部－道産木材利用促進

まとめ：

人口の多い札幌市が
道産木材利用を推進する必要

普及啓発
✓公共建築物
✓民間建築物

✓市産木材の利用
✓HOKKAIDO WOOD等

✓道内林業の振興 ✓炭素固定

75

３部
＊ 林業担い手の確保とスマート林業
＊ 道産木材利用促進
＊ 自然歩道・市民の森
＊ 白旗山都市環境林の利活用

３部
＊ 林業担い手の確保とスマート林業
＊ 道産木材利用促進
＊ 自然歩道・市民の森
＊ 白旗山都市環境林の利活用

【自然歩道】自然の中を散策できるよう森林の土地を
無償で借りて整備した登山道 ： 8ルート (75.1ｋｍ)
手稲山北尾根R

平和の滝～
手稲山R

中の沢～
小林峠・源八沢R

三角山～
盤渓R

円山R

藻岩山R

西岡レク森R

西岡～真栄・有明R

自然歩道位置図
（みどりの推進部作成）

76

自然歩道

３部－自然歩道・市民の森３部－自然歩道・市民の森

※R=「ルート」



【市民の森】
市民が散策など自然
とふれあうことができる
よう、森林の土地を有
償で借地している森
：6地区(414ha)

手稲本町F

西野F 盤渓F

白川F

南沢F

豊滝F
市民の森位置図
（みどりの推進部作成）

77

市民の森
※F=「市民の森」

３部－自然歩道・市民の森３部－自然歩道・市民の森

自然歩道・市民の森利用者状況
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自然歩道・市民の森利用者数
（2019年4月～11月）

自然歩道
市民の森

74%

16%

7%

3%

自然歩道・市民の森の利用目的
（令和3年度自然歩道等利用者アンケート調査）

散策、登山

観察、撮影

トレイルランニン
グ
その他

78

円山・藻岩山・三角山の３つの自然歩道ルートで
年間約6万人の利用

３部－自然歩道・市民の森３部－自然歩道・市民の森

課題
〇老朽化した施設の増大
〇市民の森事業：

・所有者の相続に伴って連絡がとれなくなり、
契約更新が困難な箇所も

・市民の森は所有者に払う奨励金によって森林
整備を促進してきたが、森林経営管理法(H31)
によって、より効果的に森林整備を進めるこ
とが可能となった。

79３部－自然歩道・市民の森３部－自然歩道・市民の森 80

〇健康増進や森林の普及啓発のため、より多くの
市民が利用できるよう施策を進める。

〇自然歩道と市民の森の散策路の総延長は長く、
維持管理費用が負担に。利用の少ない箇所もあ
ることから「選択と集中」の考えで効率的効果
的な運用が行えるよう、考えを整理する。

施策の方向性

３部－自然歩道・市民の森３部－自然歩道・市民の森



81

＊登山の難易度で色分けし、安全性を高める
・利用者が実力等にあったコースを選択

写真

自然歩道の取組

＊「登山道らしい道」を維持する
・過度な整備を避ける。

＊新たなルートや入口の整備は
原則行わない

３部－自然歩道・市民の森３部－自然歩道・市民の森 82

＊森林整備は「森林経営管理制度」等による整備
に移行することで、より一層、森林の機能を効
果的に発揮していく。

市民の森の取組

＊散策路は利用者数や駐車場(市有地)の有無等、
立地条件を勘案し、存廃を検討

３部－自然歩道・市民の森３部－自然歩道・市民の森

83

まとめ： 自然歩道 市民の森
現
状

借地 無償 有償
利用者数 比較的多い 比較的少ない
特定の
課題

所有者把握が
できない地区も

施
策

整備 新たに整備しない 地区ごと存廃検討
維持管理 ・「登山道らしさ」

・難易度で色分け

３部－自然歩道・市民の森３部－自然歩道・市民の森 84

３部
＊ 林業担い手の確保とスマート林業
＊ 道産木材利用促進
＊ 自然歩道・市民の森
＊ 白旗山都市環境林の利活用

３部
＊ 林業担い手の確保とスマート林業
＊ 道産木材利用促進
＊ 自然歩道・市民の森
＊ 白旗山都市環境林の利活用



白旗山都市環境林 （1,061ha、市有林の5割）

白旗山都市環境林
カラマツ林位置図
（みどりの推進部作成）

〇大正時代から営林事業を開始
〇S40代、経営収支の悪化により営林
事業を中止
〇S56以降、レクリエーション
機能を重視した森林へ転換

85３部－白旗山都市環境林の利活用３部－白旗山都市環境林の利活用

レクリエーション
機能の拠点「ふれ
あいセンター」等の
施設を設置

86

〇人工林の面積が大きい

３部－白旗山都市環境林の利活用３部－白旗山都市環境林の利活用

白旗山都市環境林の特徴（可能性）

政令指定都市でこれほどまとまった面積の
市有の人工林を有するのは札幌市のみ

〇緩勾配で路網が発達
人工林施業に適している

〇多くの市民が利用する森林
普及啓発等さらなる利活用が望める

87

多様な施業の森林整備、森林と木材利用の普及啓
発の拠点、森林を活用した散策路等、本方針全体
を体現できる森林として、積極的な利活用を進め
ていく。

施策の方向性

３部－白旗山都市環境林の利活用３部－白旗山都市環境林の利活用 88３部－白旗山都市環境林の利活用３部－白旗山都市環境林の利活用

＊多様な施業方法による多様な森づくり
・人工林経営を積極的に進める。
・広葉樹の育成を試みたり、研究林として大学

等と共同研究する等、様々な森林整備を行う
モデルとしての活用を進める。

間伐材

広葉樹施業の試
行（山採り苗に

よる植樹）



89３部－白旗山都市環境林の利活用３部－白旗山都市環境林の利活用

・図工用の工作キット等を作成し、学校の授業を
通じて普及啓発を図る。

・PFIなどを用い、製材や乾燥の施設導入を検討した
うえで、森林整備から木材生産までを一連で実施す
る事業を検討

＊様々な主体との連携
・企業やボランティア団体などと森づくりを進める。
・林業担い手育成のための研修フィールドとして活用

＊白旗山産木材事業

90３部－白旗山都市環境林の利活用３部－白旗山都市環境林の利活用

＊林業が感じられ、利用しやすい散策路の整備
・林齢や施業実績を表示するなどの工夫

＊ふれあいセンターの活用
・各施策の拠点機能を備えた施設

91３部－白旗山都市環境林の利活用３部－白旗山都市環境林の利活用

まとめ：白旗山都市環境林で本方針を体現

天然林保全と人工林経営を行う森林整備天然林保全と人工林経営を行う森林整備

林業を感じられる自然歩道（散策路）林業を感じられる自然歩道（散策路）

白旗山産木材で道産木材利用促進白旗山産木材で道産木材利用促進

林業担い手の育成のフィールド林業担い手の育成のフィールド


